
１
月
２１
日
、
サ
テ
ラ
イ
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
で
専
修
大
学
Ｌ

Ｌ
研
究
室
（
室
長
∥
寺
尾
格

経
済
学
部
教
授
）
主
催
の
第

３
回
外
国
語
教
育
研
究
会
が

開
催
さ
れ
、
教
員
、
学
生
の

ほ
か
一
般
か
ら
も
多
数
が
参

加
し
た
。
同
研
究
会
は
外
国

語
教
育
の
ベ
ー
ス
と
な
る
社

会
的
・
文
化
的
関
心
を
広
く

喚
起
し
、
し
か
も
商
業
ベ
ー

ス
に
は
乗
ら
ず
、
大
学
で
な

け
れ
ば
上
映
で
き
な
い
よ
う

な
社
会
的
意
味
の
あ
る
作
品

を
上
映
す
る
。

寺
尾
教
授
に
よ
る
趣
旨
説

明
に
続
き
、
国
際
的
演
出
家

で
、
ド
イ
ツ
語
圏
で
活
躍
す

る
ク
リ
ス
ト
フ
・
マ
ル
タ
ー

ラ
ー
の
舞
台
制
作
過
程
を
記

録
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
『F

a
m
i
l
i
e
n
t
r
e
f
f

e
n

（
家
族
会
議
）
』
の
上
映

と
高
橋
慎
也
中
央
大
学
文
学

部
教
授
が
「
ド
イ
ツ
の
現
代

演
劇
と
演
出
、
言
葉
と
身
体

の
意
味
と
機
能
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
。
マ
ル
タ
ー
ラ
ー
の

舞
台
演
出
の
特
徴
や
そ
の
魅

力
を
語
っ
た
。

現
代
演
劇
に
お
け
る
特
異

な
ス
タ
イ
ル
の
演
出
、
力
強

い
ド
イ
ツ
語
の
語
感
、
現
実

あ
い
ま
い

と
非
現
実
の
境
目
が
曖
昧
な

舞
台
空
間
、
俳
優
の
奇
抜
な

身
体
表
現
な
ど
が
描
か
れ
た

映
画
に
、
参
加
者
は
新
鮮
な

驚
き
を
覚
え
、
上
映
後
の
質

疑
応
答
で
は
活
発
な
質
問
が

い
く
つ
も
寄
せ
ら
れ
た
。

第
４
回
は
３
月
に
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
催
予
定
。

学
校
法
人
専
修
大
学
の
２
０
１
０
年
度
補
正
予
算
は
、
１２
月
１５
日
開
催
の
理
事

会
・
評
議
員
会
の
議
決
を
経
て
別
表
の
と
お
り
決
定
し
た
。

〔
概
要
〕
予
算
規
模
は
、

５９
億
２
０
５
３
万
円
の
増

（
当
初
予
算
比
１７
・
７８
％

増
）
で
３
９
２
億
２
８
１
３

万
円
と
な
っ
て
い
る
。

収
入
の
部
で
は
、
当
年
度

収
入
合
計
が
３４
億
７
６
３
３

万
円
の
増
（
同
１３
・
８９
％

増
）
で
２
８
５
億
５
５
９
万

円
。
前
年
度
繰
越
支
払
資
金

は
、
２４
億
４
４
１
９
万
円
の

増
で
１
０
７
億
２
２
５
３
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

支
出
の
部
で
は
、
当
年
度

支
出
合
計
が
５５
億
２
６
８
０

万
円
の
増
（
同
２２
・
３０
％

増
）
で
３
０
３
億
８
２
３
万

円
。
次
年
度
繰
越
支
払
資
金

は
、
翌
年
度
の
収
入
と
な
る

前
受
金
収
入
を
含
み
、
３
億

９
３
７
２
万
円
の
増
（
同
４

・
６２
％
増
）
で
８９
億
１
９
８

９
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

〔
概
要
〕
消
費
収
入
の
部

で
は
、
帰
属
収
入
合
計
（
学

校
法
人
の
負
債
と
な
ら
な
い

収
入
）
が
４
億
７
１
５
６
万

円
の
増
（
当
初
予
算
比
１
・

９０
％
増
）
で
２
５
２
億
９
６

６
２
万
円
。
基
本
金
組
入
額

合
計
が
２８
億
９
７
８
１
万
円

の
増
（
同
２
１
６
・
７７
％

増
）
で
４２
億
３
４
６
４
万

円
。
消
費
収
入
の
部
合
計

は
、
２４
億
２
６
２
５
万
円
の

減
（
同
１０
・
３３
％
減
）
で
２

１
０
億
６
１
９
８
万
円
と
な

っ
て
い
る
。

消
費
支
出
の
部
で
は
、
消

費
支
出
の
部
合
計
が
３
億
２

２
１
３
万
円
の
増
（
同
１
・

３３
％
増
）
で
２
４
６
億
２
０

７
４
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

当
年
度
消
費
収
支
差
額
は
、

２７
億
４
８
３
８
万
円
の
増

（
同
３
３
９
・
１５
％
増
）
で
３５

億
５
８
７
６
万
円
の
消
費
支

出
超
過
額
と
な
っ
て
い
る
。

前
年
度
繰
越
消
費
支
出
超
過

額
（
１
８
２
億
２
９
５
５
万

円
）
を
加
え
た
翌
年
度
繰
越

消
費
支
出
超
過
額
は
、
２６
億

１
１
７
４
万
円
の
増（
同
１３
・

６２
％
増
）
で
２
１
７
億
８
８

３
１
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

県
立
川
崎
高
校

「
１
日
体
験
入
学
」

１２
月
２２
日
、
県
立
川
崎
高

校
の
「
１
日
体
験
入
学
」
が

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ

た
。
参
加
し
た
１
年
生
２
４

０
人
は
、
大
学
紹
介
ビ
デ
オ

の
観
賞
と
、
須
加
憲
子
法
学

部
准
教
授
に
よ
る
模
擬
授
業

を
聴
講
し
た
あ
と
、
専
大
生

の
案
内
で
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学

を
行
っ
た
∥
写
真
①
。

聴
講
生
修
了
式

２
０
１
０
年
度
高
大
連
携

聴
講
生
の
修
了
式
が
１
月
２２

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行

わ
れ
た
∥
写
真
②
。
砂
原
由

和
・
高
大
連
携
連
絡
協
議
会

座
長
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報

学
部
教
授
）
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
聴
講
生
３８
人
に
修
了

証
書
が
交
付
さ
れ
た
。

懇
談
会
で
は
、
聴
講
生
が

「
大
学
の
授
業
で
の
ノ
ー
ト

の
取
り
方
を
学
べ
ま
し
た
」

「
大
学
生
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
機
会
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
」
な
ど
、

今
後
に
向
け
て
役
立
っ
た
と

い
う
感
想
を
寄
せ
た
。

続
い
て
３
人
の
学
生
サ
ポ

ー
タ
ー
が
、
「
最
前
列
で
意

欲
的
に
受
講
し
て
い
た
聴
講

生
が
多
く
感
心
し
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
生
か
し
て
大
学

に
入
っ
て
も
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
激

励
の
言
葉
を
述
べ
た
。

高
大
連
携
協
議
会

２
月
５
日
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
か
れ
、
協
定
校
と

本
学
合
わ
せ
て
３４
人
の
教
員

が
「
高
大
で
考
え
る
学
力
保

証
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換

を
行
っ
た
∥
写
真
③
。

砂
原
座
長
の
あ
い
さ
つ
の

あ
と
、
上
原
正
博
法
学
部
准

教
授
が
本
学
に
お
け
る
英
語

教
育
の
現
状
に
つ
い
て
報
告

し
、
続
い
て
協
定
校
の
県
立

座
間
総
合
高
校
の
柏
木
信
一

郎
教
諭
、
都
立
成
瀬
高
校
の

寺
嶋
祐
介
教
務
主
幹
か
ら
各

校
に
お
け
る
生
徒
の
学
力
保

証
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の

報
告
が
な
さ
れ
た
。

昭
和
の
初
め
、
合
同
毛
織
事

件
に
端
を
発
し
て
、
公
判
で
裁

判
長
以
下
を
忌
避
し
た
た
め
に

今
村
力
三
郎
弁
護
士
が
被
告
と

さ
れ
た
懲
戒
裁
判
が
行
わ
れ

た
。本

巻
は
こ
の
「
今
村
懲
戒
事

件
」
の
東
京
控
訴
院
に
お
け
る

口
頭
弁
論
調
書
を
原
文
そ
の
ま

ま
で
収
録
。
昭
和
７
年
５
月
に

第
１
回
口
頭
弁
論
が
開
か
れ
、

同
年
６
月
の
第
７
回
で
結
審
し

て
い
る
。

こ
の
事
件
の
焦
点
は
裁
判
長

の
在
廷
命
令
に
反
し
て
今
村
弁

護
士
が
退
廷
し
た
の
か
ど
う
か

と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
し
か

し
、
本
巻
の
「
序
」
で
今
村
法

律
研
究
室
の
家
永
登
室
長
は

「
こ
の
事
件
を
た
ん
な
る
裁
判

長
の
訴
訟
指
揮
の
適
否
を
め
ぐ

る
事
件
、
裁
判
所
に
よ
る
弁
護

士
懲
戒
の
当
否
に
か
か
る
事
件

に
す
ぎ
な
い
と
見
た
の
で
は
、

事
件
の
本
質
、
歴
史
的
意
義
を

見
誤
る
」
と
し
て
、
こ
の
事
件

の
今
日
的
意
義
を
強
調
し
て
い

る
。

（
専
修
大
学
出
版
局
・
本
体
５

６
０
０
円
＋
税
）

編
集
代
表

今
村
法
律
研
究

室
長
・
家
永
登
（
い
え
な
が
・

の
ぼ
る
）
∥
法
学
部
教
授
。
担

当
は
親
族
法
相
続
法
ほ
か
。

本
書
は
１
９
９
８
年
１
月

に
、
経
営
学
部
６
人
の
教
員
に

よ
っ
て
初
版
が
刊
行
さ
れ
、
以

来
十
数
年
に
わ
た
っ
て
全
国
の

文
系
・
理
系
大
学
等
で
情
報
基

礎
教
育
の
教
科
書
と
し
て
利
用

さ
れ
て
き
た
。
今
回
は
、
経
営

学
部
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学

部
の
教
員
で
新
し
い
教
科
書
と

し
て
稿
が
改
め
ら
れ
、
現
版
ま

で
の
実
績
を
引
き
継
ぐ
第
５
版

と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

２１
世
紀
に
入
っ
て
世
界
の
変

化
は
ま
す
ま
す
激
し
く
、
環
境

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
・
資
源
な

ど
課
題
が
山
積
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
解
決
策
に
共
通
す
る

の
が
情
報
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
だ
と
思
わ
れ
る
。

そ
う
し
た
背
景
に
あ
っ
て
、
本

書
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
情
報
シ
ス
テ
ム
に
関

す
る
先
端
技
術
な
ら
び
に
基
礎

や
概
念
お
よ
び
今
日
に
至
っ
た

歴
史
を
包
括
的
に
学
ぶ
教
科
書

と
し
て
編
纂
さ
れ
た
。
理
解
を

容
易
に
し
、
か
つ
学
習
意
欲
が

持
続
す
る
よ
う
身
近
な
話
題
か

ら
説
き
起
こ
し
核
心
に
至
る
よ

う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
全
面
改
訂
を
契
機

に
、
こ
れ
か
ら
も
３
年
に
１
度

程
度
の
周
期
で
改
訂
し
、
情
報

基
礎
教
育
の
標
準
的
な
教
科
書

を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
（
共
立
出
版
・
本
体
２
８

０
０
円
＋
税
）

編
著
者
（
う
お
た
・
か
つ
お

み
）
∥
専
修
大
学
名
誉
教
授

第３回外国語教育研究会開く

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
概
論

情
報
シ
ス
テ
ム
入
門

［
第
５
版
］

映映画画上上映映とと講講演演

高

大

連

携

▲ 左から高橋教授、本学非常

勤講師の一色真由美さん、

寺尾経済学部教授

ＬＬ研究室主催

今
村
力
三
郎
訴
訟
記
録

第
四
十
巻

今
村
懲
戒
事
件（
五
）

�
田

勝
臣
編
著

渥
美
幸
雄
、
植
竹
朋
文
、

大
曽
根
匡
、
森
本
祥
一
、

綿
貫
理
明
著

専
修
大
学
今
村
法
律
研
究
室
編

―

当
初
予
算
額
と
の
比
較

―

資
金
収
支
補
正
予
算

消
費
収
支
補
正
予
算

①

②

③
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